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H30.2 定例 公明党 曽田 聡 ３/８（木) 一般 部長 

５ 交通系ＩＣカードの早期整備について 

 

公共交通機関が発達している大都市圏に暮らすほとんど

の人が交通系ＩＣカードを持ち、日々の移動で使用してい

る。 

交通系ＩＣカードのメリットは、利用者にとっては、切符

購入が不要になることや乗換の負担軽減などがあり、事業者

にとっては、定時運行の確保や各種割引機能等の搭載、ビッ

グデータを活用した的確な路線計画、人員配置ができるとい

うことにある。また、外国人旅行者が公共交通機関を利用す

る際のシームレスな環境も提供できる。 

各地で交通系ＩＣカードの導入が進む中、本県では、西は

下関駅、東は南岩国駅まで利用できるが、鉄道交通網の要衝

である新山口駅をはじめ、ほとんどの駅や二次交通であるバ

ス路線で利用できない状況であり、今後、県内の導入エリア

拡大に向けた対応が求められる。 

本県では、ほとんどの地域で交通系ＩＣカードが利用でき

ない現状をどのように考え、今後どのようにその普及に努め

られるのか伺う。  

  

交通系ＩＣカードの早期整備についてのお尋ねにお答え

します。 

 鉄道やバスなどで利用可能な交通系ＩＣカードについては、

お示しのように、地域住民や域外からの来訪者にとって、切

符購入が不要となるなど、公共交通機関利用の際のバリアが

軽減されるとともに、交通事業者にとっても、カードの利用



 

 

データを活用して、より効果的・効率的な旅客運送が可能と

なるなど、大きなメリットがあります。 

 しかしながら、県内で利用可能な箇所は一部にとどまって

いることから、県としては、県内の鉄道やバス路線において、

広く交通系ＩＣカードが早期に利用可能となるよう、取り組

む必要があると考えています。 

 まず、鉄道については、県内外から多くの利用が見込まれ

るＪＲでの利用拡大が重要であることから、これまでＪＲ西

日本に対し、ＩＣカード「ＩＣＯＣＡ」の県内での利用区間

の拡大を要望してきたところです。 

お示しのとおり、近年、地方部の路線においても、利用区

間拡大の動きが大きく進んでいることから、県としても、こ

の流れを逃すことなく、県内での利用区間拡大につなげてい

くため、ＪＲ西日本に対して、引き続き、強く働きかけてま

いります。 

 また、二次交通であるバスへの導入に向けては、平成２８

年に、県や県内７事業者、バス協会等で構成する検討会を設

置し、導入するＩＣカードの種類や導入時期、費用負担の在

り方など、様々な課題について協議を進めてきたところです。 

 こうした中、岩国錦帯橋空港と広島とを結ぶ高速バスなど

の一部路線で、既にＩＣカードを導入しているいわくにバス

については、来年度当初予算において、国の交付金を活用し、

全ての路線バスで利用可能となるよう、ＩＣカード機器の整

備費用を助成することとしています。 

 その他のバス事業者についても、早期の導入を目指す動き

がみられることから、県としても、課題となっている事業者

負担の軽減に向けて、予算の確保や支援の拡充を国に要望す

るなど、必要な支援を行ってまいります。 

県としては、地域公共交通機関の利便性向上につながる交



 

 

通系ＩＣカードについて、全県的な普及が早期に進むよう、

ＪＲやバス事業者、市町と連携しながら、積極的に取り組ん

でまいります。 


